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皆様は、PFOS や PFOA という言葉を聞いたことがあるでしょうか。 

これらは、2025 年 6 月に改正された水道水質基準（2026 年 4 月施行予定）

に追加された物質となります。また、両物質は、ミネラルウォーター類の規格基

準にも追加されています。 

神奈川県衛生研究所では、県民の皆様に水道水やミネラルウォーターを安全に

飲 用 い た だ く た め 、 飲 料 水 に 関 連 す る 調 査 ・ 研 究 を 行 っ て い ま す 。 本 稿 で は 、

PFOS 及び PFOA について、概要から当所の取組まで紹介いたします。 

 

 

PFOS[正式名称：ペルフルオロ（オクタン—1—スルホン酸）]及び PFOA[正

式名称：ペルフルオロオクタン酸]は PFAS[正式名称：ペルフルオロアルキル化

合物及びポリフルオロアルキル化合物]の一種です。PFAS とは「少なくとも 1

つのメチル基又はメチレン基を構成する 炭素原子（C）が完全にフッ素（F）化

されている有機化合物群」を指します 1）。諸説ありますが、1 万種類以上の物質

があるとされています 2）。PFAS は熱・化学的安定性及び界面活性作用等を示す

ことから、1950 年代以降、撥水撥油剤、界面活性剤及び消火剤等の幅広い用途

で使用されてきました 3）。 

PFOS 及び PFOA は PFAS の一種であり、化学構造式は図１のとおりで

す。末端にスルホン基を有すると PFOS、カルボキシ基を有すると PFOA とな

ります。 

 

図 1：PFOS 及び PFOA の化学構造式 
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PFOS 及び PFOA は難分解性、高蓄積性及び長距離移動性という特性がある

残留性有機汚染物質の一種です。残留性有機汚染物質の取扱いについては、POP

ｓ条約（残留性有機汚染物質に関するストックホルム条約）で国際的に定められ

ており、PFOS 及び PFOA の製造・使用、輸出入は原則禁止となります。また、

国内においても「化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法）」に

基づき、製造・使用、輸出入が原則禁止されています ４ ）。 

 

 

水道は 1957 年に制定された水道法により衛生管理されています。水道水は

水質基準に適合するものでなければならず、水道法により水道事業者等に水質検

査が義務づけられています。水道水質基準の体系には、水質基準の他に、基準を

補 う 項 目 と し て 水 質 管 理 目 標 設 定 項 目 及 び 要 検 討 項 目 が 付 け 加 え ら れ て い ま す

（図 2）。基準の見直しは最新の知見により常に行われており、項目の追加、削

除及び基準等の改正がほぼ毎年行われています ５ ）。 

 

図２：水道水質基準及びそれを補う項目（2026 年 4 月施行） 

 

 

PFOS 及び PFOA は、2020 年に水質管理目標設定項目として暫定目標値

50 ng/L 以下（合計値）が設定されましたが、2025 年 6 月の改正でこの値が

基準として設定され、水質基準に引き上げとなりました。2026 年 4 月より本

水水道道水水質質基基準準ととはは  

PPFFOOSS・・PPFFOOAA のの水水質質基基準準化化  

水質基準
（水道法第4条、省令）

水質管理目標設定項目
（局長通知）

要検討項目
（課長通知）
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• 水道事業者等に遵守義務・検査義務あり
• 健康関連32項目・生活上支障関連20項目
• PFOS・PFOAがここに含まれます

• 検出レベルは高くはないものの、水質管理上留意する項目
• 水道事業者が、水質基準に準じ検査実施の努力をする
• 健康関連13項目・生活上支障関連13項目

• 健康影響の評価が定まらない、浄水中の存在量が不明等
• 情報や知見を取集中
• 要検討PFASがここに含まれます
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基準が施行されます ６ ）。よって、水道事業者及び水道用水供給事業者には PFOS

及び PFOA の測定が義務付けられ、水質基準を超えた場合は原因究明を行い、

基準を満たすため必要な対策を講じることが求められます。 

また、2025 年 6 月の改正では要検討 PFAS として、これまでの PFHxS に

加えて、PFBS、PFBA、PFPeA、PFHxA、PFHpA、PFNA 及び HFPO—DA

（別名：GenX）の 7 物質（図３）が要検討項目に追加されました ７ ）。 

 

図３：要検討 PFAS である 8 物質の化学構造式（正式名称） 

 

 

ミネラルウォーター類は、食品衛生法において安全な品質を確保するため、規

格基準が定められています。本規格は水道水質基準と整合性が取れるよう設定さ

れています。水道水質基準改正に併せて、2025 年 6 月にミネラルウォーター

類のうち殺菌又は除菌を行うものについて、成分規格に PFOS 及び PFOA の基

準 が 追 加 さ れ ま し た 。 規 格 基 準 値 は 水 道 水 質 基 準 と 同 様 に 合 計 値 と し て

50 ng/L 以下と設定されています ８ ） 。 

 

 

当所では 2008 年頃から PFAS 関連の研究を開始し ９ ）、2021 年には神奈川

県下、多くの地域の主要水源である相模川及びその流域河川について、PFAS の

汚染実態を調査しました 10）。その結果、検出された PFOS 及び PFOA の合計

値は最大で 11 ng/L であり、暫定目標値（50 ng/L）よりも十分に低いことが

ミミネネララルルウウォォーータターー類類ににおおけけるる PPFFAASS 類類のの規規格格ににつついいてて  

衛衛生生研研究究所所のの取取組組  

HFPO-DA

PFPeAPFBA

PFNAPFHpA

PFHxSPFBS

PFHxA

ミネラルウォーター類における PFAS 類の規格について

衛生研究所の取組
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明らかとなりました。要検討 PFAS の PFHxS については、最大で 4.1 ng/L で

あり、米国環境保護庁が示した健康影響がないとされる濃度（9.0 ng/L）11）を

下回っていました。また、国立医薬品食品衛生研究所主導の全国の水質検査機関

16 機関による PFOS 及び PFOA 検査法のバリデーション試験に参加し、標準

検査法の整備に協力しました 12）。 

今後も飲料水に関連する調査・研究を継続して、県民の皆様に水道水やミネラ

ルウォーターを安全に飲用いただく礎となるよう努めて参ります。 
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